
高温下(80℃～120℃)でも可塑剤が抜けにくく
質量や風合いの変化が少ないターポリンです！

ターポキャンバス  2000-TNとは…

３つのメリット！

高温でも可塑剤が抜けにくいと…？

＊空気の温度『雰囲気温度』であり、目安の温度です。

①収縮しにくい！
120℃乾熱試験後の収縮率を比較したグラフです。
一般ターポリンと比較し、ほとんど変化が見られません。
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①収縮しにくい！
②ベタツキを軽減！
③風合いの変化を軽減！

- 1 -

(ターポキャンバス®#2200)

■120℃耐熱試験　収縮率の変化



③風合いの変化を軽減！

②ベタツキを軽減！

　イメージです

ループ試験の様子※１

120℃乾熱後にループ試験(※ )を実施し応力を比較したグラフです。
数値が高くなるほど硬いことを示しています。
一般ターポリンと比較し、ほとんど変化が見られません。
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(ターポキャンバス®#2200)
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耐熱ターポリン  耐熱データ
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■120℃耐熱試験　質量減量率

■120℃耐熱試験後　ループ試験

120℃乾熱試験後の質量減量率を比較したグラフです。
数値が高くなるほど質量が減ります。
可塑剤が抜けにくいのでベタツキを抑えられます。
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